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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年4月2日(2020.4.2)

【公表番号】特表2020-505105(P2020-505105A)
【公表日】令和2年2月20日(2020.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2020-007
【出願番号】特願2019-537373(P2019-537373)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/07     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/00     ５００　
   Ａ６１Ｂ    1/07     ７３３　
   Ｇ０１Ｎ   21/27     　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   23/26     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源からの光を第１の導波路の出力ポートへ導くための第１の導波路と、
　少なくとも第１の反射面および第２の反射面を含む光学系と、
　回折格子と、
を備え、
　前記第１の反射面は、前記第１の導波路の前記出力ポートからの光を前記第２の反射面
へ反射するように配置されており、
　前記第２の反射面は、前記第１の反射面からの光を、前記第１の反射面を通して前記回
折格子へ後方反射するように配置されており、
　前記回折格子は、前記第２の反射面からの光を０でない回折次数で第１の方向に回折す
る、
　内視鏡。
【請求項２】
　前記第１の反射面は、前記第１の反射面が前記第１の導波路の前記出力ポートから受光
する光の少なくとも一部分のための内部全反射面である、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記第１の反射面と前記回折格子の構成要素の一部分とが同じ平面上にあり、どちらも
単一の支持構造上にある、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記第２の反射面は、曲面である、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項５】
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　前記光学系は、前記第１の導波路の前記出力ポートと前記第１の反射面との間に位置す
るスペーサをさらに含む、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記スペーサは、ＧＲＩＮレンズを含む、請求項５に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記第１の導波路の光軸は、前記ＧＲＩＮレンズの光軸と同一直線上にある、請求項６
に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記内視鏡の端部部分は、前記第１の導波路の前記出力ポートと照明面との間にあり、
　前記照明面は、照明光が前記内視鏡から出てくる前記内視鏡の最終表面であり、
　前記内視鏡の端部部分の直径は、３５０μｍ未満である、
　請求項１に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記内視鏡が複数の伝搬モードを有し、
　前記複数の伝搬モードのうちの第１の伝搬モードでは、前記第１の導波路の前記出力ポ
ートからの光が前記第１の反射面によって反射され、次に、前記第２の反射面によって反
射され、次に、前記回折格子によって回折され、
　前記複数の伝搬モードのうちの第２の伝搬モードでは、前記第１の導波路の前記出力ポ
ートからの光が前記回折格子によって回折され、前記第１の反射面または前記第２の反射
面によって反射されない、
　請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　検出器とスイッチとをさらに備える、請求項９に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記第１の反射面は、前記出力ポートからの光を前記第１の反射面の法線に対して第１
の角度で受光するように構成されており、
　前記第１の角度は、内部全反射のための臨界角よりも大きい、
　請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１２】
　前記第１の反射面および前記回折格子の構成要素は、実質的に平行な平面上にある、請
求項１に記載の内視鏡。
【請求項１３】
　前記第１の反射面は、単一の支持構造と薄膜または薄層との間の境界面であり、前記回
折格子は、前記薄膜または薄層上にある、請求項１２に記載の内視鏡。
【請求項１４】
　前記第２の反射面は、ボールレンズの表面である、請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１５】
　前記内視鏡は、カラー内視鏡であり、
　前記回折格子は、前記第２の反射面からの光を、０でない回折次数の、前記回折次数が
相互に異なる青色、緑色および赤色の波長光で前記第１の方向に回折する、
　請求項１に記載の内視鏡。
【請求項１６】
　前記光学系は、ＧＲＩＮレンズを含むスペーサをさらに含み、前記スペーサは、前記第
１の導波路の前記出力ポートと前記第１の反射面との間に位置し、前記ＧＲＩＮレンズの
光出射端部は、前記第１の反射面が内部全反射面になるよう、所定の方向に傾斜している
、請求項１５に記載の内視鏡。
【請求項１７】
　前記内視鏡の端部部分の回転中心と、前記回折格子から出てくる光ビームの中心との間
のギャップは、前記内視鏡の前記端部部分に外接する円の直径の１／１０未満である、請
求項１５に記載の内視鏡。
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【請求項１８】
　前記第１の反射面は、単一の支持構造と薄層との間の境界面であり、前記回折格子は、
前記薄層上にあり、前記支持構造の屈折率Ｎ１および前記薄層の屈折率Ｎ２は、Ｎ２／Ｎ
１＜０．８を満足する、請求項１５に記載の内視鏡。
【請求項１９】
　前記薄層は、空隙であり、前記薄層の前記屈折率Ｎ２は、Ｎ２＝１を満足する、請求項
１８に記載の内視鏡。
【請求項２０】
　前記回折格子は、カバーガラスによって支持されている、請求項１９に記載の内視鏡。
【請求項２１】
　前記回折格子を形成する部材は、前記薄層を兼ねている、請求項１８に記載の内視鏡。
【請求項２２】
　光源と、
　検出器と、
　前記光源からの光を第１の導波路の出力ポートへ導くための第１の導波路と、
　少なくとも第１の反射面および第２の反射面を含む光学系と、
　回折格子と、
を備え、
　前記第１の反射面は、前記第１の導波路の前記出力ポートからの光を前記第２の反射面
へ反射するように配置されており、
　前記第２の反射面は、前記第１の反射面からの光を、前記第１の反射面を通して前記回
折格子へ後方反射するように配置されており、
　前記回折格子は、前記第２の反射面からの光を０でない回折次数で第１の方向に回折し
、
　さらに、光を集光し、前記集光された光を前記検出器へ送るための第２の導波路を備え
る、
　撮像装置。
【請求項２３】
　第１の導波路と、
　少なくとも、第１の反射面、第２の反射面および回折格子を含む光学系と、
を備え、
　前記回折格子は、光を受光し、前記受光された光を、前記第１の反射面を通して回折す
るように配置されており、
　前記第２の反射面は、前記回折格子によって回折された前記第１の反射面を通過した回
折光を受光し、前記回折光を前記第１の反射面に向けて後方反射するように配置されてお
り、
　前記第１の反射面は、前記第２の反射面からの前記回折光を前記第１の導波路に向けて
反射するように配置されており、
　前記第１の導波路は、前記第１の反射面が前記第２の反射面から反射する前記回折光を
受光するように配置されている、
　プローブ。
【請求項２４】
　前記第１の反射面は、前記第２の反射面からの光を前記第１の反射面の法線に対して第
１の角度で受光するように構成されており、
　前記第１の角度は、内部全反射のための臨界角よりも大きい、
　請求項２３に記載のプローブ。
【請求項２５】
　前記第１の反射面と前記回折格子の構成要素とが実質的に平行な平面上にある、請求項
２３に記載のプローブ。
【請求項２６】
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　光源からの光を第１の導波路の出力ポートへ導くための第１の導波路と、
　少なくとも、第１の反射面、第２の反射面、第１の回折格子および第２の回折格子を含
む光学系と、
を備え、
　前記第１の反射面は、前記第１の導波路の前記出力ポートからの光を前記第２の反射面
へ反射するように配置されており、
　前記第２の反射面は、前記第１の反射面からの光の第１の部分を第１の回折格子に向け
て反射するように配置されており、
　前記第２の反射面は、前記第１の反射面からの前記光の第２の部分を、第２の回折格子
を通して透過させるように配置されており、
　前記第１の回折格子は、前記第２の反射面から反射された光を０でない回折次数で第１
の方向に回折し、
　前記第２の回折格子は、前記第２の反射面を通して透過された光を０でない回折次数で
前記第１の方向と異なる第２の方向に回折する、
　プローブ。
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